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成果の概要 

 

国立成育医療研究センターでは研究者自身が手軽に構築および利用可能な EDC として⽶国

Vanderbilt⼤学の REDCapを導入し 2020年 10月より運用を開始しているが、新たに利用する研究

者はあまり増えていない。本研究は、成育 REDCapシステムの利用促進につなげるため、研究

者に対する成育 REDCapシステム教育体制の整備することを目的として実施した。 

まず、研究者が臨床研究を実施する上で必要となる成育 REDCapシステムの機能を検討し、

それらを網羅する構築・操作方法のマニュアルを作成した。作成したマニュアルについては、

院内 SharePointからダウンロード可能にすることにより、2023年 5月より国立成育医療研究

センター内の研究者に広く提供を行っている。 

次に、構築・操作方法のマニュアルから基本的な内容を抜粋したセミナー教材を作成し、

2023 年 6月、国立成育医療研究センターの研究者を対象とする構築入門ハンズオンセミナー

を実施した。セミナー受講者は 21名（医師 10名、作業療法士 4名、心理療法士 1名、理学療

法士 2名、研究補助員 2名、事務 2名）だった。研究者のニーズを把握し今後の教育・サポー

ト体制を検討するため、セミナー受講者に対してアンケートを実施したところ、マニュアルや

セミナーに関して概ね満足との回答を得られたが、「今後希望するサポート」に関しては、

「いつでも閲覧できる動画」及び「自身の研究に応じた資料以外の支援」の要望があがった。 

そのため、本研究では、研究者の閲覧しやすさを考慮し、成育 REDCapシステムの機能ごとに

短い動画を新たに作成することにした。2024年 1月から院内 SharePointにて動画の提供を開

始している。 

最終成果物は、構築用マニュアルとデータ入力者用操作ガイド、ハンズオンセミナー用マニ

ュアルやスライド、動画コンテンツ 6本である。 

本研究の成果として、セミナー受講者から 6件の新規利用申込みがあったことから、資料の

作成/提供は成育 REDCapシステム利用促進の一助となったと示唆された。また、アンケート結

果から判明した研究者のニーズ「自身の研究に応じた資料以外の支援」に対しては、今後オー

プンアワー等を開設し、研究者が自身の研究に即した内容を気軽に相談できる体制を計画中で

ある。これにより、研究者自身が研究デザインに応じて成育 REDCapシステムを用いたデータ

ベースを構築することが可能となり、成育 REDCapシステムの利用を促進し、さらには小児・

周産期分野の臨床研究の発展に繋がることが期待されると考える。 
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